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Abstract

ＫｏＭｙｏＳｈｉｎ（ＬｏｒｄｏｆＮｉｎｅ/Myos）ｉｓａｓｐｉｒｉｔ（"αZ）worshippedinBurmaand

recognizedａｓａＳｈａｎｎａｔ・Ｉｎｔｈｅｐｏｐｕｌａｒｇｌ･ｏｕｐｏｆｓｐｉｒｉｔｓｔｈｅｒｅａｒｅ３７ｎａｔｓ，ｉｎ

ｗｈｉｃｈＫｏ・MyoShinisnotincluded・Ｂｕｔｗｅｃａｎｓｅｅｉｔｓｉｍａｇｅｓｉｎ〃αrshrines

andhearitsnameinspiritualrituals・Ｉｔｉｓｋｎｏｗｎｔｈａｔｎａｔｓｈａｖｅｖａｒｌｏｕｓｏｒigins，

ＩｎｍａｎｙｃａｓｅｓＫｏＭｙｏＳｈｉｎａｐｐｅａｒｓｎｏｔａｌｏｎebuttogetherwithotherpopular

nats，Ｔｈｉｓｃｏ－ｅｘｉｓｔｅｎｃｅｌｓｓｅｅｎｉｎｔｈｅｃasesofotherspirits，ｔｏｏａｎｄｓｅｅｍｓｔｏｂｅ

ａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔ企atureofspirit-wol･shipinBurma・Ｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓａｔｔｅｍｐｔｔｏｓｔｕｄｙ

ｔｈｉｓｆもaturethl-oughanalyzingKoMyoShinlegends，

Factorsofthelegendsanalyzedareａｓｆｂｌｌｏｗｓ：

１．ＫｏＭｙｏＳｈｉｎｉｓａｎａｓｇｚ〃nat，whichmeansthatdeathmustbeunnatura1.

2．KoMyoShinisaland-superintendentfi･omaspiritualworld，ｗｈｅｒｅｔｈｅｎｕｍｂｅｒ
ｎｉｎｅｉｓａｖｏｉｄｅｄａｓａtaboo、

３．ＫｏＭｙｏＳｈｉｎｉｓｉｄｅｎｔｉＨｅｄｉｎｌｅｇｅｎｄｓｗｉｔｈｔｈｅｔａｂｏｏａｇａｍｓｔｔｈｅｎｕｍｂｅｒｎｉｎｅ

ｗhichisprobablyderivedfTomShans，

4．AlltheprotagonisｔｓｉｎｔｈｅＩｅｇｅｎｄｓｄｉｅｉｎｔｈｅｅｎｄａｎｄｂｅcomenats，Ｏｎｔｈｅ

ｏｔｈｅｒｈａｎｄ，inplotsofpopularnatslegends，ＢｕｒｍｅｓｅＫｉｎｇｓａｐｐｏｍｔａｓｇｚ〃nats

asguardian-spiritsandworｓｈｉｐｔｈｅｍ、

5．ＴｈｅｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｂｅｔｗｅｅｎＫｏＭｙｏＳｈｉnandtheBurmeseKingisobscure，

ｗｈｉｃｈｓｅｅｍｓｔｏｍｅａｎｔｈａｔｔｈｅｓｔｏｒｙｉｓanentertainingoneratherthanspirit

origintellingandtheｔｉｍｅｏｆｔｈｅｆｂｒｍａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｌｅｇｅｎｄｉsnewerthanothers、

Therearetwoimportantmot唯ｉｎＫｏＭｙｏＳｈｉｎｌｅｇｅｎｄｓ・Oneisthelmlucky

brotherandsisteｒｐａｉｒ９ｔｈｅｏｔｈｅｒｉｓｔｈｅｐａｉｒｏｆｔｗｏｕｎｌｕｃｋｙｓｏｎｓ・Ｔｈｅｆｂｒｍｅｒｉｓ

ｆｂｕｎｄｉｎＭｉｎＭａｈａＧｉｒｉＮaｔ（houseguardian-spirit）legendwhoseworshipisseen

throughoutBurma‘ＴｈｅｌａｔｔｅｒｉｓｃｏｍｍｏｎｔｏＴａｕｎｇｂｙｏｎＢｒothersNatswhohave

themostpopularflestivalinBurma

ThesetwomotifSinlocallegendsseemtohaveprevailedextensivelybefbre

thefbrmationofthelegends・ＳｏｉｎｔｈｅｓｔａｇｅｓｏｆｆｂｒｍｉｎｇＫｏＭｙoShinlegends，
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ｗｅｃａｎｃｏｎｃｌｕｄｅｔｈａｔｉｔｗａｓＨｒｓｔｌｙｉｎfluencedbytheMinMahaGiritypelegend，

secondarilybytwo-sons-typemotifandinvolvedninesymbolism・Ａｎｄｔｈｅｆｏｒ－

ｍａｔｉｏｎｐｒｏｃｅｓｓｓｅｅｍｓｔｏbeconnectedwithKoMyoShin,sco-existencewithother

spiritsandhistoricallywiththeconflictｓｂｅｔｗｅｅｎＢｕｒｍｅｓｅａｎｄｅthnicminoritygroup
likeShans．

ＫｅｙＷＯｒｄｓ：Spirit-worship，Burmeseculture，Shan，Folklore．

１．イントロダクション

ＫｏＭｙｏＳｈｉｎ（以下ＫＭＳ）は，ビルマでポピュラーな精霊（nat）のひとつである。ビ

ルマを訪ずれる人は，Ｎａt儀礼の場における精霊の招請においてしばしば，またNat洞の偶

像群の中にその具体化したイメージをたどることができる。ＫＭＳ信仰の中心エリアは上ビ

ルマとされているが，観察する機会を得た下ビルマ，ラングーン周辺においてその像は他の

精霊の像と併存していた。Ｎａt儀礼においても単独ではなく一群の，時には起源的に関係が

認められない精霊群の中に位置していた。そのことは，いままでＮat信仰についての考察に

おいてその言及があっても，ＫＭＳ信仰としてまとまった考察がなされなかったこととも無

関係ではないだろう。ビルマの精霊信仰におけるこの並存性，集団性はその特異性のひとつ

である。その特異性は何に由来するものであろうか。出自的に類縁性のない複数の精霊がな

ぜ併存するのだろうか。その理由は，たとえばその一例であるＫＭＳ精霊信仰の内部構造に

あるのだろうか。それともビルマ精霊信仰の特異性全体の一部として他の精霊についても認

められるのだろうか。本論は以上の認識に立ち，ＫＭＳ信仰について主としてその起源伝説を

たどりながら，その構造的理解を試みることを目的とする。ただし，精霊伝説の要素分析が

その究極的目標ではなく，その信仰を包含するビルマの精霊信仰全体への分析の発展を意図

している。

２．ＫＭＳのアイデンティフィケーション

（１）ＫＭＳの出自とその民族性

上ビルマにおけるＫＭＳＮａｔの認知と浸透は，Ｍ・ＥＳＰＩＲｏによる一村落における父方母

方から継承されるＮａt(加産α”-pazα加Ｎａt）の調査結果に端的に表われている。それによれ

ば，ＫＭＳはKomyouminとして，ビルマ最大の精霊祭礼の主人公であるTaungbyonに次

いでランクインされている')。

ビルマの精霊群のセットとしては，３７柱のＮａt(肋0匁:zgﾙ""α加加.．)がよく知られている。

その中にはTaungbyon兄弟も含まれている。だが，ＫＭＳは過去，王朝時代に幾度かまと

められた集成リストのいずれにも含まれていない。それにもかかわらず，ラングーン周辺の

Nat洞のいくつかに37柱のＮａｔと並んで､そのイメージに出会う。ラングーンから北へペグー

方向に18マイルのバス停付近にドライバーの交通安全の守護神として信仰を集めている洞が

ある。その本尊は，Ｓﾙz(ﾉ８Ｍﾉﾋzz"296"Ｎａｔ(theGoldenBanyanTreeNat）だが，その偶
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像の配置においては，右端にＳﾉzz【ﾉeZWzz"Zg6"ＢｏＢｏＧｙｉが位置し，PopaMedawなど

Taungbyon兄弟と由縁の精霊像などが並び，その左端の影にＫＭＳの像を見ることができ

る。交通安全の守護神としての信仰は，いうまでもなく自動車がビルマに入ってきて以後の

ことであるし，偶像自体由緒あるものとも思えなかった。またその像の安置の経緯について

もはっきりしない。だが，なぜ本尊以外の像がともに並べられているのだろうか。また，ラ

ングーン効外の北東部に，KyaikasanPagodaが位置しているが，そこにも３７柱のＮａｔに

含まれる精霊と並んでＫＭＳの像が奉納されている。地方におけるＮat洞に像が必ずしもな

いことから考えて，精霊偶像崇拝はそれほど古いものではないのかもしれない。だが，その

並存性は確かに認められるのである。

並存の特異性をさらに特徴づけるのがその出自である。

ＫＭＳの出自はShaｎ族とされている。Ｓｈａｎ族は1973年のセンサス資料によれば，そのビ

ルマ総人口に占める割合が，８．９％で単純計算では約２５０万人弱となり，1983年センサスま

での人口増加率を乗算すれば1983年現在推定300万人余りということになる。ビルマ多民族

社会においては，1973年時点で68％を占めるビルマ族に対し，少数民族サイド最多の人口を

ほこる2)。ビルマの少数民族の間には〃〃Qgyj（大きな民族）〃"zyO7zgB（小さな民族）の識

別があり，Ｓｈａｎ族は，Karen族とともに前者に属す。ところが，ＫＭＳの少数民族起源につ

いての認知があるにもかかわらず，その信仰はＳｈａｎ族と排他的に結びついているわけでは

ない。その関心の程度はともかく，その民族性を越えた信仰の広がりをたどることができる。

「９」についてのタブーがそれである。「ＫＭＳが支配する土地では９人で行くな_，という内

容で，多数で出かける際の，人数を気にする慣習の由来に関係している。出自の民族性を

越える信仰の裾野の広がりはＫＭＳだけではない。下ビルマでは，ＵＳｈｉｎＧｙｉと呼ばれ

るＭｏｎ族起源の精霊が信仰を集めている。この精霊は下ビルマのデルタ地帯から沿岸一帯

において人気があり，汽水を行き交う船の安全をあずかる守護神として信仰されている3)。

またラングーンでは，水牛のかぶり物をし，魚を抱いたNankayainMedawの像を家屋の

周囲の敷地の住みに立てられた洞の中に見ることがある。この精霊の出自もＭｏｎ族である。

だが，その洞を祁る家の主はＭｏｎ族とは類縁関係があるとは限らない。また，後述するよ

うにTaungbyon兄弟の出自はインド系である。出自の民族的多様性は，３７柱のＮａt(”加系）

の出自にも明らかである。それによれば，ビルマ族にその起源をたどるのが28柱，Ｍｏｎ族

系が２柱，Ｓｈａｎ族由来が１柱，インド系３柱，Ｙｕａｎ族系ｌ柱，バラモン２柱と分類され

る4)。

起源伝説のある精霊は，具体的な地域と関係している。その地域に住む人々や，その地域

を通過する人々にとって荒ぶる神として，また守護神として祁られた。そしてそれぞれの精

霊はまた人々とともに動いた。その信仰は，排他的なものではなく，行く先々で他の人々を

取り込んでいったように思われる。上ビルマを起源とする精霊が，その多くが支配者としての

王の対抗側に属して，大半が不運な死を遂げているというモチーフに表われるように，王家に

関係があるのに対し，下ビルマで信仰されるＭｏｎ族起源の精霊が王家と直接関係がないと

いう違いがあるものの，上ビルマから南へ，下ビルマから北へという人々に伴っての信仰の

広汎化と移動という点では共通している。民族性を越える並存性の背景のひとつをここにた
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どることができよう。信仰の広汎性，そして多系の精霊を同居させて祁る慣習の背景につい

て考察をこれから進めなければならない。その視点からＫＭＳの精霊起源伝説を以下たどる

ことにする。

（２）ＫＭＳ精霊起源伝説

テキストは，ＳｉｒＲ.Ｃ・ＴＥＭＰＬＥのＴｈｅ〃jγか艶”〃Ｍｚだ，1906のＵＨＴｗＥＨＡＮ翻訳，

ＵＢＡＮＹｕＮＴ編集によるビルマ語版Ｍ)』６z"”Ｍ加"抄加"血〃Ｍｚ/Ｔｈα”加,（以下ＮＴ）

1981からのものであるが，ＫＭＳ精霊伝説はTEMpLEの原本にはない。従って以下の伝説は

ビルマ語版のオリジナルである。だが，その採集の由来，参照については何の言及もない。

そのためテキストの背景が不明であることを付記しておく。

『いつの頃か分からない。Padaung国の王ＨｌａＳｅｉＴｈｕと王妃ＫｕＮｉＤｅＷｉの間に皇

太子ＫｏＭｙｏＳｈｉｎと王女ＰａＬｅＹｉｎがいた。

王は特別に目をかけていた王子の世話役ＢａＬａＫｙａｗが死んだ後，その代理として，そ

の息子の馬乗りに秀でたＢｏｕｈｍｕＭｉｎＫｙａｗＺｗａを王子４人の１人として，また貴族と

して任じた。

ＭｉｎＫｙａｗＺｗａは王子となって以来，ＵＮｙｏＨｓｏｅを館の執事に任じて，飲み食い遊び

に女達と来る日も来る日も興じていた。

王に忠誠を誓った忠臣Maingpyin諸侯ＳａｗＫｈｗｕｎＫｙｉをKyaingTaung諸侯Ｓａｗ

ＴｈｉＨａが攻撃して，ＳａｗＫｈｗｕｎＫｙｉの側から助けが求められ，ＫｏＭｙｏＳｈｉｎとＭｉｎ

ＫｙａｗＺｗａが釆配してＳｈａｎの国へ進撃したが，彼等が到着する前にＳａｗＴｈｉＨａの仕業

でＳａｗＫｈｗｕｎＫｙｉが死んでしまったので，Mail:ｌｇｐｙｉｎの領土と人々 の支配権を譲り渡し

てしまい，幼い息子KhwunKhyoe,ＫｈｗｕｎＴｈａの２人を自国の方へ呼んだ。

到着して事の始終を聞いた王がその二人をＫｏＭｙｏＳｈｉｎとＭｉｎＫｙａｗＺｗａにそれぞれ

１人ずつ育てるようにさせたが，ＭｉｎＫｙａｗＺｗａに預けた子供が性向と品‘性が悪くなること

を鑑みて彼には渡さず，ＫｏＭｙｏＳｈｉｎとＰａＬｅＹｉｎ王女に王子と一緒に育てるようにさせ，

ＭｉｎＫｙａｗＺｗａに対してはほうびとしてPahkanMyoを封土した。それから「Pahkan

MinKyaw」とも「PahkanUMinKyaw」とも呼ばれるようになった。ＫｈｗｕｎＫｈｙｏｅ

とＫｈｗｕｎＴｈａのために，ＵＭｉｎＫｙａｗが恥づかしさのあまり王に対して恨みを抱くよう

になり，王座を奪いＰａＬｅＹｉｎを王妃にしようと計画した。

KhwunKhyoe,ＫｈｗｕｎＴｈａが成人に達したのでＵＭｉｎＫｙａｗは，計画を実行に移そう

と考えて．腹心の部下と結託してＳｈａｎの国で反乱が起きたこと，制圧にＫｈｗｕｎ兄弟が赴

いた方が良いこと，制圧後，Ｓｈａｎの国を３年治めるために留まらなければならないことを

信じさせるべく申し立て，王がそれを信じ２人をＳｈａｎの国へ行かせることにした。

２人の兄弟がＳｈａｎに着いても反乱の暴徒に会わず快楽の宴に興じて平穏に過ごしたけれ

ども，命令に従って３年その地に留まった。

KhwunKhyoe,ＫｈｗｕｎＴｈａがいなくなった後，ある夜ＵＭｉｎＫｙａｗの部下が王宮に押

し入り王と王妃を暗殺して王宮を我が物として王座に就いた。
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ＫｏＭｙｏＳｈｉｎはＰａＬｅＹｉｎを担いで逃げのび，父王が古くから知るKyaukHtap村の

素封家ＵＴｈａＭｙａｔの屋敷にたどり着き，分からないように貧しい姿に身をやつして留ま

った。

ある日ＫｏＭｙｏＳｈｉｎはＰａＬｅＹｉｎを素封家の処に預けて国内の情勢を調べながら，そ

してKhwunKhyoe,ＫｈｗｕｎＴｈａを捜しながら姿を隠すようにＳｈａｎ族の服装をまとって

出掛けて行った。

ＰａＬｅｉＹｉｎと素封･家の息子MaungLatが互いに慈しむようになり，一人の女の子が生

まれ，両親と祖父に心よりかわいがられ「TheTheKalei」と名づけられた。

KhwlmKhyoe,ＫｈｗｕｎＴｈａが国に帰って来るとＵＭｉｎＫｙａｗは王位に就いたのは２

人のためであること，自分は年とって老人になって精進を守り，法に従い生活をすることを

信じさせるように話し，王座を降りたら自分は命じられたことをしようと誓った。

２人に王座を譲った後，ＫｏＭｙｏＳｈｉｎを捜し首を取って献上するよう命じられ，誓いの

水を飲んだ２人がＫｏＭｙｏＳｈｉｎを捜したところある田舎で出会った。

２人は育ててくれた父ともいうべき人の首を切れず，ＫｏＭｙｏＳｈｉｎは誓いを守って自分

の首を自ら切って与えた。

ＧｗｅｉＫｈｙｏｅ山のＺａｇａｗａの木Yeittha陣地で､ＳａｎＴｅＮａｎと待っているＵＭｉｎＫｙａｗ

の処へＫｏＭｙｏＳｈｉｎの首を持って行き献上すると，くだんの計画に従って２人を捕えて殺し

てしまった。Khwun兄弟は“g加ｎａｔ（怨霊）になってＺａｇａｗａの木を倒してＵＭｉｎＫｙａｗ

と部下は押えつけられて死に，Ｎａtになった。

ＮａtになったＫｏＭｙｏＳｈｉｎは妹の処へやってきて見たところ，兄も一生，妹も一生家庭

を持たず，独身で過ごそうと誓った彼女が，家主と娘と居るところを見て，人間の世界には

置いておけないと魂（ﾉeﾙｾｶ〕ﾉz）を抜いてNatの世界へつれて行った。

彼女は娘と別れるに忍びず，猫に姿を借りて娘の揺り寵の中に飛びおりた。娘はびっくり

ぎょうてんして死んでＮａｔになってしまった。この娘のことをまたＭａＴｈｅＫａｌｅｉと呼ぶ

人もいる。MaungLatは妻と娘を失い心を痛め悲しみにくれて死にＮａtになった。

父王のＮａｔは，人間の世界にいた頃，９つの町，９つの門，９つの杯，９振りの刀を持っ

ていた皇太子のＫｏＭｙｏＳｈｉｎが人々が災難に出遭ったりしないように守るように町，村の

守護Ｎａｔとして，ＰａＬｅＹｉｎとMaungLat，ＴｈｅＴｈｅＬｅｉことＭａＴｈｅＬｅｉ，Khwun

Khyoe，ＫｈｗｕｎＴｈａをＫｏＭｙｏＳｈｉｎの従者としておくように命令を与えたので､，ＫｏＭｙｏ

Ｓｈｉｎは，町や村を守るＮａｔとして肥られるようになったといわれている。ＵＭｉｎＫｙａｗは，

在命中，PakhanMyoを治めていたので「PakhanUMinKyaw」と呼ばれる。

別説：

ＳｈａｎＳａｗｂｗａの息子であるKhwunKhyoe，ＫｈｗｕｎＴｈａにＳｈａｎの貴い僧がKaYa

Theiddiという薬をうっかり与え，２人が邪悪になってしまったので，ＵＭｉｎＫｙａｗと大

臣ＰｉｌｍａＢａＬａが出掛けて行って捕えた。途中でＫｈｗｕｎ兄弟を大臣が殺そうとしたが，

ＵＭｉｎＫｙａｗがそれを制して命を助け自国へ連れて行った。連れて行くと王がＫｏＭｙｏ

ＳｈｉｎとＰａＬｅＹｉｎに養わせようとしたので恥辱に思い王座を奪った。

＊伝説の最初が違うが中の部分は同じで，ＮａtになってＫｈｗｕｎ兄弟をＫｏＭｙｏＳｈｉｎ
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がその魂を抜いて２人がＵＭｉｎＫｙａｗを虎に遭遇させるところが違っている。細か

い部分が違う伝説が３，４種類あるけれども，ＵＭｉｎＫｙａｗが存命中，女色，酒，

食い物ととばくに興じ，馬に乗るのが秀でるのはどの伝説も一致している。

Ｎａtになった人物：

１）ＭｉｎＨｌａＳｅｉＴｈｕ

２）ＫｕＮｉＤｅｉＷｉ

３）ＫｏＭｙｏＳｈｉｎ

４）ＰａＬｅＹｉｎ

５）KhwunKhyoe

６）ＫｈｗｕｎＴｈａ

７）ＭａｕｎｇＬａｔ

９）ＵＭｉｎＫｙａｗ

ｌＯ）ＵＮｙｏことＢａＢａＮｙｏ

（BoPyi）

１１）ＳｈｗｅＫａｉｎｇＭｅｄａｗ

Padaung国王

同王妃

同皇太子

同王女

ＫｏＭｙｏＳｈｉｎｊＰａＬｅＹｉｎの養子，Ｓｈａｎの王子

同

ＰａＬｅＹｉｎの夫

Pakhan領主

その部下

ＵＭｉｎＫｙａｗの-母

ＫｏＭｙｏＳｈｉｎの伝説に登場するＮatは37のNatListには含まれていないが，ＮａｔＨｔｅｉｍ

ＮａｔＫａｄａｗ(shaman)がＮａt儀礼を行なう。家によってはＫｏＭｙｏＳｈｉｎに因んでＳｈａｎの

ズボン，軟らかい菅笠，刀を供えている家もある｡5)』

３．ＫＭＳ精霊伝説の考察

（１）「９」のシンボリズム

ＫＭＳは，「９つの町の主」という意味である。ＫＭＳの名前の由来については，伝説の最

後の部分において「９の町，９の門，９の杯，９振りの刀」を司るというくだりに示されて

いる。「９」という数字にまつわる象徴表現は，ビルマの宗教世界の他にも見られる。９づ

くしで構成されているRZy(ｚＫｂＺ〃(NineLords)の儀礼がそれである。儀礼を行なう契機

は家庭内に病人が出た時とＨＴＩＮＡｕＮＧは説明している6)。この儀礼の場には３組の「９」

がミニチュアの像として招請される。１組は釈迦を中心としてそれに八大弟子が加わる。も

う１組は惑星の神々で，その由来はHinduを起源とする占星術とされる。ビルマの人々の

命名は出生曜日に基づいてそれに割り当てられた字母を頭にするというルールが現在でも人

々の間でよく知られている。それによれば，一週を水曜日を二分して八分し，それはまた方

向観とも符合し，パゴダの八隅に対応している。各星は，象徴的な動物にまたがり，それに

星中の王Kateが加わり，やはり９体のミニュチュアが儀礼の祭壇に置かれる。Ｋate以外

の像は大きなパゴダの８隅に見ることができる。

観察する機会を得たＲｚｙａＫｂＺｚ‘儀礼では，さらにもう１組，Ｎatの像が９体並べられて

いた。その配置では，祭壇の中央に釈迦を中心として各弟子がその周囲からその師を仰ぐよ
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うに，またその向かって左側にNatの像が，右側に星の神の像が，中央の釈迦の方を見るよ

うに置かれていた。そして祭壇の前には９杯の水が並べられていた。すなわちこの儀礼の場

には，仏教，占星術，精霊世界の各代表が一堂に会しているのである。ＨＴＩＮＡｕＮＧの記述

には，さらに３種の花，３種の果実，３種のジャムの計９種の供え物がなされるとある7)。

その記述には，精霊の像についての言及がなく，その配置法においても各星の神が各仏弟子

の後ろに置かれるというように異なっているが8)，表面上の仏教の優越という点では一致し

ている。彼は，ビルマ語のＫｂには「９」の他に「守護を求める」という意味があるという9)。

｢信仰する」と通常訳されるＫｂｇｚ(ﾉgにもＫｂが含まれている。ビルマの人々 にとって「９」

が特別の意味を帯びているのは確かなようだ。

「９」のタブーについてはすでに述べた。内容が同様なものに「Kyaukseを行くなら９人

で行くな，石をひとつ加えて10にして行け」というのがある。やはり「９」が避けられてい

る。土地と数字が結びつけられているというのは，その土地にその数字にまつわる伝承があ

るはずである。

Kyaukseはどのように「９」と結びついているのだろうか。Kyaukseは地理的にマンダ

レーの南に位置し，ビルマ族がその支配権を確立するに重要な舞台となった場所として知ら

れ，Ｇ,Ｈ･ＬｕｃＥは，パガン時代の刻文から「IlfLACSAZZKHARDZZVE」「ＣＨＡＹＺ４ＲＷＡ

(ElevenVillages)」とこの地域が呼ばれていたことを指摘している'0)。ＫＨ４Ｒ[ﾉ四VはＬｕｃＥ

によれば，碑文ではKyaukseの11と，Minbuの６にしか用いられず，他の地域，たとえば

ビルマ族最初の王朝の都パガン周辺には用いられていないという'１)。そしてその語源につい

て彼は，NanchaoTaiではないかと考え，中心，核,木の髄,傘の柄の根元を表わすShan語，

Tai語に対応すると説明する１２)。

Kyaukseは，Ｓｈａｎ州に源を発する２つの河川，Palaung,Zawgyiの水を利用して潤われ

た早くから潅概設備が整えられた場所で，ビルマ族の米倉としてその経済的基盤となったと

いうのが歴史家の評価である。古くからこの地はまたＫりＫ〃zyzzf婚（９のカヤイン）の名で

知られていた。上記のＫＨＡＲＵＹＺＶとＫ"czj""は正書法の違いで､あり同一語である。

そのKyaukseの潅概化の歴史についてＳｃOTT＆HARDIMAN（ｅｄ）Ｇａｚｅ雄gγＱ／〔ﾉi妙eγ

B"γ７７９zzα”肋９s〃ａ７ｚＳ”9s,1900-1,（以下ＧＵＢ）に次のような伝承が報告されている。話

はパガン朝最初の王Anawrahtaが，ビルマ暦454年（西暦1092年）中国から仏歯を得て王

都へ帰ってくる時のことである。

『王がThuwunnaPoppada山，現在はPyet-kha-yweとして知られる山に滞留し，仏歯

を安置する社を建立した。王はその願望実現に熱心であったが，社が完成した後，夢に３匹

の蛇を見た。１匹は４分し，別の１匹は５つに断ち切ったが，最後の１匹は傷を負わすこと

ができないまま逃してしまった。彼は，この夢の意1床をバラモンに問うた。バラモンは次の

ように夢判断をした－３匹の蛇はこの地区の３つの川，すなわちZawgyi，Palaung，

Samｏｎを意味する。４つに断ち切られた蛇は，Palaungにあたり，その４つはその川より

導かれる４つの水路を意味する。Zawgyi川は二番目の蛇。５つは５つの水路。三番目の蛇

はＳａｍｏｎ川で，その川は川床が低く，治水に適さないと。それでZawgyi川は治水されな
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いままとなった｡』('3）

この伝承は，Kyaukseが「９つのカヤイン」と呼ばれるようになった由来が「９つの水路」

にあることを語っている｡('4)「蛇」のモチーフは水との関わりで興味深い。

またKyaukseには，「９」のタブーの由来を説明するＫひＴ肋加Ｓ〃"（以下ＫＴＳ）の精

霊伝説が記録されている。（15)ＧＵＢでは，Anawrahta王の治水起源のモチーフに続いて次の

場面が展開する｡('6）

『王が４つの堰と４つの潅概水路を４つのカヤイン（現在のMyittha地区）に完成させた

時のこと，王は５つのカヤイン（現在のKyaukse地区）へNwa-datの堰に適当な場所を見

つける目的で視察に出かけた。途中王はMyo-htiの町を通過した。彼は大臣たちになぜ領

主が表敬に前もって来ないのかと問うた。誰も答えられなかった。それで王は領主に参上す

るように命令を送った。しかし領主はほこり高く，抵抗できないと知ると，王の前に額〈よ

りと，Zawgyi川に身を投げた。王はこれを知り，川の堤に出かけ，その呪術的杖でその水

を叩いた。死んだ領主は，生前臣下の礼をとることを拒絶したけれども，今度は水面に出る

だけではなく，手を合わせて臣下の礼をとりながら上がってきた。「偉大なる王よ，あなた

の力を前もって知っていたならばその命に背くことはなかったものをQ｣王は答えた。「今や

おまえはＮａｔとなった。私はおまえをより偉大なNatにすることさえできる。私はおまえ

を９つのカヤイン全部の守護霊に任じるq｣そして今日に至るまで，ほこり高きMyo-htiの

領主は，ＴｈｅｉｎＮａｔもしくは，ＫｏＴｈｅｉｎＳｈｉｎＮａｔの名であがめられている｡』(17）

RGrantBRowNの報告('8)には別の伝承がみえる。彼は，Kyaukse地域で発見された木

製の像を参照しながらその同定とそれにまつわる物語をつづっている。その木像の中に婦人

の像があり，付近ではそれはAnawrahta王の王妃の一人でZawgyilllをＳｈａｎ州へ数マイル

行った丘陵に位置するMyogyiのＳｈａｎ王の妹といわれている。そして彼女は堰の人柱とな

ったとする伝説とともに語られているのである。ＫＴＳについては，九百万の町の領主を意

味するＫＴＳの称号を与えられたMyogyiの王が上記の伝承と同様に「臣下の礼をとること

を拒否してZawgyi川に身を投げたほこり高き王」として登場する。そして不幸な兄妹の像

と伝えられるものが，Kyaukseの丘の上の社に置かれているという。

ＮＴはまた別のＫＴＳについての伝説を紹介している。舞台は九つの領土を持つＳｈａｎの

Ｍａｗの国となっている。中国からの帰りのAnawrahta王を迎えた領主はその娘と金の敷物

を献上した。娘は王の寵愛を受けた。その後，王は彼女と離別し，Ｍａｗの国を攻めた。

Sａｗｂｗａ（諸侯）は命運がつきたことを悟り，皇太子ＳａｗＮａｕｎｇをＳａｗｂｗａとした。そし

て，新しいＳａｗｂｗａは父と同様に２人の姉妹ＳａｗＡｕｎｇとＳａｗＮａｎを献上した。王はこ

うしてＳｈａｎの恭順を受け，「９つのカヤイン」に到着すると，潅概事業に着手した。

『…潅概事業が王によって始まって三年がたったころ，労働者の間に熱病で死ぬものが多

数出て，Zawgyi川の工事の完成のめどがたたなかった。ほどなく決壊も出た。王の問いに
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バラモンＨｕＹａＮｙｏが答えたＨ〈，Ａｕｎｇ（訳註：成功の意）の名が入った日曜日の娘を

zα”（人柱）にすれば解決すると。王は王命により，９つのカヤインに住むそれに該当する

娘を探させたが見つからなかった。

堰が完成すれば，土地が潤い，生産量も増加発展し，王国の利となるとして，自分の命を

人柱として捧げようと王宮で成熟していたＳａｗＡｕｎｇはｚ””となった。

ＳａｗＡｕｎｇに続いて，ＳａｗＮａｎも驚きのあまり狂乱してZawgyi川に身を投げて死んで

しまった。

王の命によって召還されたＳａｗｂｗａの前に，２人の娘がαsei〃ｎａｔ（怨霊）となった境遇

と姿を表わすと，彼は失意のままに，Zawgyi川に飛び込んで死んでasez〃ｎａｔとなった。

Ｎatの３兄弟が王の前に姿を表わし，居住の場所としてＮａｔの神殿を請うたところ，

Ｍａｗの９つの国を支配するＳａｗｂｗａが９つのカヤインで９日に死んでＮａtになったので，

KoTheinShinとして９つのカヤインに住む人々にあがめさせるよう封土した。

（中略）

LedwinKoKhayainの精霊信仰の人々は深く傾倒して月の白分九日，黒分九日と９人で

の旅はするべからず，もしそうしたら災難に出会うと信じた。

Kyaukseは古くよりLedwinKoKhayain（水田地帯の９つのカヤイン）とも堰の９つの

カヤインとも呼ばれた｡／Palaung川系４つのカヤイン：ＳａｗｌａＭｙｏ,PinleMyo,Myittha

Myo，PyinmanaMyo,／Zawgyi川系５つのカヤイン：MyaunghlaMyo，Myingondain

Myo，PananMyo，MekkayaMyo，MyinzainMyo

KoTheinShinはＳａｗｂｗａＮａｔであるので，Ｓｈａｎ州の国で･は，精霊信仰の人々 も，町，

村･を守護するＫｏＭｙｏＳｈｉｎとして崇拝した｡』(19）

Kyaukseのカヤインは11なのか，９つなのか。ＧＵＢには水路の数に由来とあり，ＬｕｃＥ

は碑文から11のカヤインを比定している。ＮＴに上げられている９つの町は，実はＧＵＢに

言及されているコンバウン朝時代の行政区分と一致している｡(20)また，そのうち６つは少な

くとも表記法の違いとして碑文の１１の半数と同一視できる。本論に主旨においては，史実的

にいくつかということはあまり意味をもたない。重要なことは，「９」という数字がKyaukse

付近でいつからかわからないが，特別な意味を帯びていることである。また「9-1がひとつ

のまとまった単位，あるいは，まとまりを代表する多数のセットの数字としてとらえられて

いるということである。

我々は，ＫＴＳ起源伝説のいくつかのヴァリエーションを知った。各ヴァリエーションの

共通した特徴を要素的にまとめると次のようになる。

①支配者としての王（Anawrahta）

②被支配を拒む領主

③王妃となるも堰完成に人柱となる領主の妹

④川（Zawgyi）に身を投げてNatになる領主

⑤王により９つのカヤインの精霊世界からの守護者に任じられる（ＫｏＴｈｅｉｎＳｈｉｎ
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伝説において一貫しているのは，支配者としてのビルマ族／被支配者としてのＳｈａｎとい

う構図である。ＧＵＢにはＳｈａｎとは明示してないが，ビルマ族が覇権を握る際に屈服した

人々という点で一致している。そこには，支配の正当化を強調する意図と，支配に至るまで

の抗争の歴史を暗示されている。ＮＴではそのモチーフが二度表われる。そして屈服の背景

では，恭順を拒む側が，領地の安堵のために娘を献上し，その娘が潅概事業の成功のために

犠牲となる。その娘も領主も非自然的な状況で水に入り死んで精霊となる。ＧＵＢでは兄妹

のペアは登場しない。だがこの被支配者側のペアは，ビルマの建築物における「人柱」の伝

承という点から考えて特徴的である。

ＫＴＳの「９」の由来としてＧＵＢでは「９つのカヤイン」であり，ＮＴではＳｈａｎの国が

９つということからきているとされている。ＧＵＢの別個所21)に，Ｓｈａｎの国がKo-Shan-Pyi

つまり９つの国とされてきたというＳｈａｎの年代記からの記述がある。史実的には，Kyaukse

のカヤインの数と同様に，歴史家の研究を待たねばならない。だが，Ｓｈａｎには，他にKo

Maing,Ninety-nineShanSawbwasなどの言い回しがあり，ｒ９－ｉがＳｈａｎにおいて特別

な意味を付与されていることは注目に値する。「９」がＳｈａｎ語でKZzo22)というのも示唆的で

ある。

パガン期頃のKyaukse周辺の民族分布についてＬｕｃＥは，文化面におけるＭｏｎ族の影響

を指摘する。またその影響の度合は，KyaukseがMinbuより濃いという。Minbuの潅概の

担当者は，PalaungとSgawKarenと比定する。またそれらの豊かな土地をねらう民族と

してＣｈｉｎ族，Thet族，Ｋａｄｕ族の名前を碑文から解読している23)。多くの民族の交流と抗

争を我々は容易に想像することができよう。

そして，カヤインの語源と縁が深いと考えられるＳｈａｎ系。このＳｈａｎと現在Ｓｈａｎ州に

住むＳｈａｎ族を一線的に結びつけることができるかどうかは慎重になる必要があるが，系統

的には同じグループと一般に考えられている。いずれにしても，ＫＴＳ精霊伝説の背景には，

多民族同居のモチーフがあることは確かである。そういった精霊伝説に反映している多民族

世界は，ＫＭＳ精霊の他の精霊との同居関係一並存性と関係があると考えることはできな

いだろうか。

「９」が共通するＫＴＳとＫＭＳについて考えてみる。ＮＴには，ＫＴＳがＳｈａｎにおいて

ＫＭＳとして崇拝されていると記述されている。ところがその出自に関し;てそうとは言いき

れない点がある。それは，第１に，ＫＭＳが一般にＳｈａｎ起源とされていること。第２にザ

それにもかかわらず，ＫＭＳ伝説では，その偶像におけるＳｈａｎ風の服装が，わざとまとっ

たとされていること。第３に，ＫＴＳにはＳｈａｎ領主という位置づけがあることである。だが，

伝説の背景として根本的に違う点は，ＫＴＳ伝説の方には，具体的な王朝の支配権の存在を

正当化するメッセージを含んで，登場人物が，支配者／被支配者の関係であり，精霊世界の

存在という構図におさまるのに対し，ＫＭＳ伝説の方には，そのような政治構造に反映する

ような構図がみられず，抗争は内乱的性格であり，しかも登場人物のほとんどがＮａtになっ

てしまうのである。従ってＫＭＳ伝説には，対外的なＳｈａｎとの抗争はモチーフとしてあっ

ても，それはあまり重要な要素とはいえないのである。

ではどう考えたらいいのだろうか。その場合注目すべきことは，ＫＭＳ伝説がさまざまな
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要素をＫＴＳに比べてより多く含んでいることである。たとえば，①地方には領主ではなく

素封家がいること，②王位に就いたのは仮という策略，③精進を守り法に従った生活をする

という誓い，④反することのできない誓いの水，⑤恨みをもってＮａtになったのではなく魂

を抜かれてNatになるなどである。しかも上に述べたように，登場人物のほとんどが精霊に

なってしまう。換言すれば，物語性が高いのである。具体的な歴史と関連するような設定で

はなく，昔の話ということになっている。その意味で，ＫＭＳとＫＴＳは異質であるといえ

よう。そして伝説の物語性，政治色の欠乏はＫＭＳ伝説の成立に深くかかわっているように

思われる。その物語性に由来する娯楽性は後世の成立を類推させるのである。だが，場所不

明，系統不明という単なる昔話ではなく，Ｓｈａｎ族系の精霊として認知されているというこ

とを見逃すことはできない。そして確かに「９」の共通以外にも共通点がある。それは，不

幸な兄妹の２人の結束を表わすモチーフである。またＫＭＳ伝説には不幸な２人の兄弟が登

場する。これらの精霊となる兄弟の結束という点を次に考えてみよう。

（２）不幸な兄妹と２人の息子のモチーフ

ＫＭＳの偶像は精霊となった兄妹のものである。その伝説において多くの登場人物が不幸

な最後を遂げて精霊となっているが，その崇拝対象の中心はこの２人である。このペアの結

束はその伝説成立においてどのような意味をもつのだろうか。ＫＴＳ伝説においても不幸な

兄妹という組合わせにかわりはない。Kyaukse付近にはその史実的評価は別として人柱とな

った妹，そのあとを追って入水した兄の２人のものと民衆レヴェルで､考えられている木像が

あることはすでに述べた。

ビルマには，不幸な兄妹を崇拝の対象とする代表的な精霊ペアがいる。それは，各家の守

護神とされるMinMahaGiriとその妹である。その象徴はココナッツとされて多くは家の

東南の柱付近に置かれ，それはまた精霊の住みかであり，精霊への供え物であるとも考えら

れている。ビルマで､ポピュラーな37柱のNatのパンテオンでは仏教起源のThagyaMinに

次いで，土着の精霊中では資料的にたどれる17世紀から１９世紀のいずれのリスト・アップに

おいても最高位を占める。その伝説は，ビルマの宗教世界についてふれる民族誌資料のいず

れにも言及されている。伝説の舞台は，イラワジ川上流のTagaungとそこからは下流にあ

たるパガン，そしてその精霊を祁ったとされるポーパ山である。

もうひとつ注目すべきＫＭＳ伝説におけるモチーフは，不幸な兄妹のペアの育てられる２人

の兄弟のそれである。ビルマにはまたTaungbyon兄弟というやはりポピュラーな精霊のペ

アがいる。その祭礼は，ビルマ全土より多数の人々が参集するビルマ精霊世界最大のもので

あり，その崇拝の広がりと傾倒ぶりを感じさせるものである。伝説のシチュエーションは

Anawrahta王の覇権確立の過程であり，２人の兄弟は，王権により排除されNatになった

と伝承されている。

それぞれの伝説の概略を以下に示す。

ＭｉｎＭａｈａＧｉｒｉＮａｔ伝説：

『Tagaungの鍛冶屋は，その力強さで有名だった。王はその強さを恐れ，捕まえようと



（３）MinMahaGiriNat伝説，Taungbyon兄弟伝説とＫＭＳ伝説の比較考察

ＫＭＳ伝説をビルマの代表的ともいえる２つの精霊伝説の間においてみると，そのモチー

フとしての構成要素の特徴が明らかになる。表にすると以下のようになる。その際，ビルマ

の粘霊信仰の基本構造をかんがみＫＴＳ伝説についても合わせて対比することにしたい。

4４

したが，彼は深い森に逃げ込んでしまう。それで王は，彼の妹を王妃とし，王妃を通じて兄

に戻ってくるように伝えさせる。ところが戻ってきた王妃の兄を捕えてサガの木に縛りつけ

て火あぶりにしてしまう。妹の王妃も火に飛びこんでしまう。この兄妹はNatになり木の影

に近づくあらゆる動物を殺した。王は，命じてこのサガの木を引っこ抜かせ，イワラジ川に

流す。それは下流のパガンに流れ着く。そしてこの兄妹は，パガンの王によってポーパ山に

肥られることとなった24)』

Taungbyon兄弟伝説：

『Thatｏｎの海岸にインド（もしくはアラブ）人の兄弟が流れ着く。彼らは，僧侶によって

育てられる。ある時呪術師の死体を食べて超自然的力を獲得する。そのために王に追われ，

兄は捕えられて処刑され，Thatｏｎの町の守護神となる。弟の方はパガンのAnawrahta王

に仕え，Thatｏｎ攻略に兄の精霊の助けもあって功績を上げる。その後弟は，ポーパ山から

花を届ける役目を与えられる。彼はポーパ山に住む花を食べる鬼女と恋仲になり２人の息子

を得る。そのために花を届ける時間に遅れ王に殺されてしまう。母親の鬼女も悲しみで死ん

でしまう。残された兄弟は王に仕え，仏歯を求めての中国への遠征に加わり手柄を立てる。

その後，王が仏塔を建てる際に遊びに興じて割り当てられたレンガを提出する役目を怠る。

そのために王によって処刑されNatになる25)｡』

ＭｉｎＭａｈａＧｉｒｉＮａｔ伝説がKyaukse付近でも同様に伝承されていることが，ＧＵＢにみ

える26)。

この２つの伝説の間にある，王権との対立者，最終的な王の勝利という図式の構造上の共

通性についてはすでに指摘されている27)。その図式はビルマにおける精霊信仰の体系を考え

る意味で重要であることは確かと思われる。本説ではそれをふまえた上でその図式の上に

ＫＭＳ伝説をのせてみることにする。

高谷：ビルマ精霊信仰考Ｉ

まずＭｉｎＭａｈａＧｉｒｉ（以下ＭＧ）とＫＭＳ（ＫＴＳ）との間の相関性についてその特徴を

列挙してみる。

ＭＧとＫＭＳに共通して，王（Anawrahta/ＭｉｎＫｙａｗＺｗａ）との王位をめぐる感

情的摩擦がある。

その出自はビルマ王側にとって「外」（Tagaung/Shan）に位置する。

常ならぬ（近親相姦的/一生結婚しない誓い）男女が重要な登場人物である。

特別な力能（力強い鍛治屋/｢９」の支配者）が伴なう。

＊潅概設備導入との関わりがＫＴＳには暗示的である。

①

②
③
④



⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
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精霊伝説の主要構成要素の比較表

ＭｅｍＫａｇｏｓｈｉｍａＵｎｉｖ・Res､CenterS､Pac.，ＶＯＬ７，Ｎｏ．１，１９８６

その妹が，王にとっては王妃もしくは結婚の対象となる。

その関係は最終的には彼女の死という形で破局を迎える。

兄も王との抗争関係で死んでしまう。

その死に方が，ＭＧでは「火」であ|)，ＫＴＳでは「水」で､ある。

兄妹が共に死んでNatになる。

常ならぬ男女の組み合わせである兄妹の間には性関係はない。（ココナッツが祁られ

る部屋では性行為は慎むべきとされ，ＭＧには近親相姦的に性行為を避けることが暗

示的であり，ＫＭＳでは一生結婚をしない誓いが２人の間にある一方で，養親として

２人の息子を育てる｡）

次にTaungbyon（以下ＴＢ）とＫＭＳ(ＫＴＳ）の対比を要素ナンバーを共通させながら試み

る。

①
②
③

ＴＢとＫＭＳに共通して，王と感情的摩擦がある。

その出自はビルマ王側にとって「外」（IndiaorArab/Shan）である。

常ならぬ（鬼女と超自然的力をもつ男／一生結婚しない誓い）の男女が重要な登場人

物である。

王との関係

<［の感情）

淵ならぬ男女

死の理由

二人の忠一ｆ

その出向

死の理’1１

ＭａｈａＧｉｒｉ

結婚／失敗〈妹）

不信，嫉妬（兇）

兄妹,／共に死んで

Ｎａｔになる

王によって

Ⅱに流苔れPagEmへ

ＮａｔとしてiiEられる

(Ｐｙｕ伝説ではＮａｇａ

の娘との間に２人の

息子あり，｜ﾐの反感

を買い殺されNatと

して祁られる）

（もう』人の妹と娘

もNatになった１

蝦治屋

ＫｏＭｙｏＳｈｍ

結婚の意図／失敗《妹）

不信，嫉棚ｉ（兄）

111｣‘妹／共に死んで

Ｎａｔになを

Eによって

養｣'一の２人／殺される

Ｎａ【として祁られる

(妹の娘もⅨａｔとして釦

うれる

Shan

王によって

Talmgbyon

主従／失敗

鬼火との結婿

/共に死んて

Ｎａｔになる

剛晶よって

２人の息ｒ

/殺される

Ｎａｔとして前日られる

I'1diEm(Arab）

!Ｅによって
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④特別な力能を伴なう。

⑥その関係は最終的には彼女の死という形で破局を迎える。

⑦男は王との抗争関係で死んでしまう。

⑧男女は死んでNatになる。

⑩常ならぬ男女が２人の息子を得る。

⑪２人の息子は一旦王側に立つが，結局王に殺されてしまう。

⑪２人の息子はNatになる。

ＴＢは，２人の息子というペアは２度登場するというモチーフがあるものの，その構成要

素の対比は興味深い結果を提供する。それは，ＫＭＳ伝説が不幸な兄妹とその２人の息子と

いう２つのモチーフを併せもつということについてである。ＫＴＳを考えてみた場合には，王

位との対立者／王権の最終的勝利という.ビルマ王側でその伝説が編まれるならいわば当然とも

いえる基本構造で共通している。ＭＧとＴＢとの間を貫く精霊信仰伝説の基本構造以外に，そ

の２つの伝説の間にＫＭＳ伝説を置いた場合，ＭＧとＫＭＳの間にｒ２人の不幸な兄妹」を媒

介にして，ＴＢとＫＭＳとの間には「２人の息子」を媒介にしてＫＭＳ伝説の成立の背景を

想起させるのである。

ＭＧ伝説の成立とＴＢ伝説の時代的前後性をこれだけの資料-をもとに論じるのはいささか

無理があるかもしれない。だが，それぞれのシチュエーションを比べた場合，ＭＧが王権

を直接的に脅かす存在として登場するのに対し，ＴＢは同じく王権を脅かすといっても主

従関係が前面に出ている。この点に注目するかぎり，現在まで伝わっている説話の構成か

らみるかぎりＴＢの後的成立を考えることができるかもしれない。というのは，その多くの

要素を含む物語性からＫＭＳ伝説の後世での成立の蓋然性についてすでに指摘したが，その

伝説の構成をみるかぎり，不幸な男女を親とする２人の兄弟が伝説中で演じる役割はあまり

重要とはいえない。いわば後からの付加的可能性が強いように思われる。勿論，ＭＧとＫＭＳ

が同じKyaukseでその精霊としての名を流布されていることは上述したが，ＴＢとＫＭＳの

間の関連性について残念ながら資料はない。だが，「２人の息子が共に精霊になる」という

モチーフは局所的なものではなく，一般的にビルマの伝説成立の過程において注目すべき重

要なプロットであり，その影響関係は否定できないのではないだろうか。またＫＭＳ伝説別

説のＳｈａｎの貴い僧の不思議な薬を２人の兄弟が服用したというのはTaungbyon兄弟との

関連を考える意味で､重要なモチーフといえる。

その「不幸な常ならぬ男女のペアと２人の息子が精霊になる」伝説におけるプロットの広

汎性のひとつの根拠は，いままで考察してきた伝説以外にもそのプロットがみられるという

ことである。その一例は，政治構造における位置づけから，その性格が対極にある支配者と

しての王権の正当性を意図的に表現する欽定年代記meGkzssRz〃ｃｅＣ〃7℃"た彫（以下ＧＰＣ）

のTagaung建国説話28)である。年代記の歴史から考えてＧＰＣ成立に至るまで，さまざま

要素が加わったことは確かであるが，この説話には問題となるモチーフが表われる。本節で、

問題としていることに関係する部分だけ抽出すると以下のようになる。
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①
②
③
④
⑤

牝鹿が皇太子の尿を飲んで身寵る。そして娘が生まれる。

王妃が懐妊して２人の盲目の息子が生まれる。

２人の息子は川に流されるが，鬼女に出会い視力を回復する。

息子の一人と娘が出会い王と王妃となる。

もう１人の息子も後に王位に就く“

①のモチーフはビルマ以外の地域の説話にもみられることからもわかるように，年代記全体

の成立の考察にはさまざまな多くの説話との対比を経なければならないが，少なくとも考察

を加えている「常ならぬ男女」と「２人の息子」のモチーフが含まれている。しかもそれら

は最終的には王と王妃として政治構造の上に立つのであり，自然死ではなく死んで､Ｎatにな

るという点で精霊伝説と対照的である。その意味から単に王権の対立者／王権という構図を

越えて，王朝年代記は精霊伝説の裏返しといえるかもしれない。もうひとつの例はＭＧの別

の伝承29)で，一般に知られている上記の伝説の別のヴァージョンである。その舞台は，Ta-

gaungではなくYetaungになっているが，基本的構成は変わらない。そしてその伝承の起

源は，ビルマ族の覇権成立より前の先住民族とされるＰｙｕの時代に求められている。それに

よれば，鍛治屋には係累がいることになっている。その１人は，王妃となるが，兄に続いて

火の中に飛び､こんだ妹であるが，その他にもうひとりの姉妹，そして妻がいることになって

いる。彼女は，Ｎａｇａの娘とされ，夫である鍛冶屋との間に２人の息子が生まれる。この２

人は，最終的には王位を脅かす者として王の計略によって死に至り，Ｎatになる。この２人

の精霊はその両親と同様に，１９世紀王命で編まれた37柱のNatのリストにも含まれているや

はりポピュラーな精霊である30)。ここにも「常ならぬ男女のペア（力強い鍛冶屋とＮａｇａの

娘）とその２人の息子が精霊となる」というプロットがみえる。従ってこのプロットを単独

成立というよりは，伝承の過程において，何らかの影響があったものとして，その系譜関係

をたどる可能性のあるものとしてとらえうるのではないだろうか。ＫＭＳ伝説にみられるプ

ロットについて，いくつかの説話との対比から今日伝えられる形のものになるまでの過程の

一端を，確かにここに求めることができるように思われるのである。

４ ． 結論

本論の目的とするところは，ビルマにおける精霊群の並存性から，精霊信仰の認識レヴェ

ルにせまることであり，その作業を通してビルマの精霊信仰の全体の把握に寄与することで

あった。そのために，ビルマにおいて最もポピュラーな37柱のNatのパンテオンに含まれな

いＫＭＳをその研究対象とした。

まず第１に，ＫＭＳ伝説の長い引用とそのモチーフとプロットの他の精霊伝説との比較に

おいて得られたことをＫＭＳ伝説の特徴としてまとめれば以下のようになるだろう,、

①ＫＭＳは不幸な死を背景とし，αsgjlzNat（怨霊）の資格を有す。

②特定の地域を精霊世界から守護し，その地域にかかわる人々にタブーを課す。

Ｍｅｍ,KagoshimaUniv・Res・CenterS,Pac.，ＶｏＬ７，Ｎｏ．１，１９８６
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これらの点は37柱のＮａtにも共通する，いわばＮａtイメージの基本構造といえるだろう。

③「９」のシンボリズムがそのアイデンテイファイの重要なポイントである。

④登場人物のほとんどが異常な死を遂げＮatになる。

⑤歴史上の王家との関係が不明である。

後の２点で，ＫＭＳは37柱のＮａｔと明確にその性格が異なる。ただし，「９－１のシンボリズ

ムを通して同系と考えられているＫＴＳにはそのプロットは明瞭で､ある。

⑥ＫＭＳ伝説には，Ｎａt起源というプロットの他に，多くのモチーフが含まれている。

このことから，ＫＭＳ伝説の物語性の高さとその後世における成立の蓋然性を認めることが

できるだろう。

第２にＫＭＳ伝説の具体的な中味のモチーフを考えてみた場合，それぞれ37柱のNatの

中で最も知名度と人気のある家の守護神ＭｉｎＭａｈａＧｉｒｉとTaungbyon兄弟の起源伝説に

共通する「不幸な兄妹」「２人の息子」のモチーフが含まれていることが認められる。ＫＭＳ

伝説と同系と考えられているＫＴＳ伝説のＮａｔとなる重要な登場人物の係累関係も「兄妹」

である。この点は，Kyaukseという伝説に縁の深い空間を考慮した場合，その相互の交流と

影響による変容の可能性を否定できないだろうと思う。一方，ＫＭＳ伝説には，「２人の息子_，

のモチーフも認められる。そのペアで最も知られるTaungbyon兄弟とＫＭＳには直接的交

流の痕跡の資料はないが，「不幸な男女のペアから生まれた２人の息子がやはり不幸な死を

遂げＮatになる」というモチーフの重層は，MinMahaGiriの別のヴァージョン，さらに

その暗示的モチーフをビルマの建国説話にも見出すことができ，そのモチーフの広汎性を十

分推測することができるように思われる。このようにしてＫＭＳ伝説を２つのポピュラーな

精霊伝説の間に置いた場合，以上のことが指摘できると同時に，その成立の経緯の一端を類

推できよう。つまり，「不幸な兄妹」「２人の息子」のモチーフを基盤に，Ｓｈａｎとの関係を

想起させる「９」のシンボリズムを加えて成立したのではないかと。これが本論の考察を通

してのＫＭＳ伝説をめぐる問題についての現時点での結論である。

もうひとつ最後に付け加えたいのが，ＫＭＳ伝説において「内」と「外」の対立が明確で

ないことに関してである。３７柱のNatの場合は「内」なる最終的に勝利をおさめる王権と

｢外_,なるその対立者という構図が貫かれている。ＫＴＳ伝説も同様である。だが，ＫＭＳ伝説

の場合，Ｓｈａｎとの抗争という舞台設定はあるものの，「内」「外」の対立はない。王権の纂

奪者が登場するが，彼も結局は不幸な最後を迎えＮａtになってしまう。「異常な死を遂げる

αSc"」という点で共通するものの，Ｎａｔを支配する最終的な勝利者がいないので､ある。こ

のことは，ＫＭＳ伝説成立のもうひとつの背景，Ｓｈａｎとビルマという民族的抗争が落ち着い

た時期という時間的比定を示唆する。つまりその成立が，Ｓｈａｎがビルマ文化の枠の中に取

り込まれた後のことと考えられるのである。このことは本論の冒頭から問題としているＫＭＳ

の他の精霊との並存性と無関係ではないように思われる。精霊伝説，精霊のグルーピングの
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背景に，枠内への取り込みという方向づけがあり，それが精霊群の並存性につながっていく

のではないだろうか。ＫＭＳが37柱のＮａｔというパンテオン化した精霊群に含まれていなかつ

らこそ，その特異性はより明確になるように思われるのである。そしてその枠内への取り込

みという背景が，ビルマの精霊信仰全体の成立に深くかかわっていると考えられるのである。

５．今後の課題

今後の課題とすべき第１の点は，本論における資料不足を補うことである。ＫＭＳ伝説に

ついてもローカル・レヴェルの伝説，特に上ビルマにおける伝承の収集が必要不可欠であろ

う。また，ビルマの精霊信仰の全体へと論説を展開したいなら，下ビルマのローカルなNat，

ＵＳｈｉｎＧｙｉについても考察を深めることが重要であろうと思う。

第２に，各論として本論の中で残した問題の分析をさらに試みなければならない。まず

「９」のシンポリズム。言及した事象以外にその資料はないか，そしてそれは確かにＳｈａｎと

結びつけていいものかどうか。次に，ビルマ精霊伝説においてその広汎性が認められる２つ

のモチーフの再考。精霊のグルーピングを考えるならば，さらに他の係累関係のペアはない

か，それが精霊群のパンテオン化とどのように結び､ついているか、その精霊世界への反映の

元となるべき現実の人間世界の親族関係との関係はどうだろうかなどである。また，Ｍｉｎ

ＭａｈａＧｉｒｉとＫＴＳの死に方の対照，「火」と「水」も気になるところである。さらにまた，

MinMahaGiriとＫＭＳの異常な死に方にＳａｇａの木が関係していることも伝説の細かいモ

チーフの背景を分析する意味で忘れることができないだろう。

第３に民族性の問題を考えなければならない。ＫＭＳについて特徴的なことは，その出自

がＳｈａｎとされていることである。では，伝説上のＳｈａｎと現在主にＳｈａｎ州に居住する

Shan族とはそのまま結びつくのだろうか。その具体的な系統については歴史家の成果を待

つしかないが，それは，エスニシティ（ethnicity）の問題ともつながっていくのではないだ

ろうか。エスニシテイという考え方は，研究者による定義づけ3')からもわかる通り，具体的

な民族の移動と接触の経緯がたどれる場合に適応できるいわば現代的な多民族世界を考える

場合の概念といえるだろう。実は，本論の問題提起の発端は，エスシシテイの概念を過去の

民族抗争と交流の経緯にも摘要できないかということであった。当然のことながら，過去と

現在のＳｈａｎのエスニシテイを同列に扱うことには無理がある。だが，Ｓｈａｎがビルマ文化

の中に取り込まれていく過程を，たとえば本論のような精霊伝説の変遷をたどることである

程度まで類推することができるとするならば，少なくともその概略の一端にせまることはで

きるのではないだろうか。エスニシティの変化もひとつのテーマとなりうるのではないかと

いうことを今後の課題の最後として付け加えたい。
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